
植皮術（Epitheltransplantation)

（臨床講義）

昭和6年1月26日

教授警皐博士鳥潟隆 議 j車

助手瞥皐士赤木’信筆記

（講堂ーハ既ニ3名ノ患者ガソレゾレ診察室ノ上ニ横タハル。教授ガ其中ノ 1名テ謬生

」プラクチカンドニ示シア・…・・）

教侵「此ノ患者（第1例）テ御覧下サイ。左足ニ何カ嬰ツタコトガアリ？スカ。」

皐生「内外楳ヨリ末梢部ノ足ノ健常ナ皮虜ガアリ 7 セン。」

教授「コレハ昨年11月3日製締作業中左足テ機械ニ挟7 レア負傷シタノデアリマス。外傷直

後ノ所見デハ内外幌以下ノ表皮カ官止端7 デ全部剥ギ取ラレア皮下結締織ヤ血管テ露出

シ、足背デハ祉ノ伸展筋ノ！躍が見エテ居リ 7 シタ。出血ハ大シテアリ 7 センデシタ。コ

レハ鈍性／；外傷デハ血管ガ捻J坐サレ？スカラ大出血ハ普通無イノデアリ 7 ス。此ノ様ニ

表皮ガスツカリ剥ギ取ラレテ居ル献態ノ外傷テ何ト申シ 7 スカ？」

筆生「…・…”」

教授「脱皮（Schindung）ト言ヒ 7 ス。ソシテ同ジク脱皮デハアリマスガ、モシコレガ足デ

ナクテ頭部ニ超リ印チ頭蓋ノ表皮ヵーしカ．レア1ト共ニ剥離サレ骨膜ガ露出シテ居ル様ナ献

態／時ハ Schindungデハアリマスガ特ニソレテ頭部脱皮（Scalpierung）ト言 ヒ7 ス。髪

ノモガ捜峨ニ捲キ込7 レタ時ニ往々起Jレ外傷デアリ 7 ス。

此ノ患者デヨク診ルト足背ヤ足醗ハ軟部ガ全ク開放性ニ露出シテ居Jレノデナクテ……」

畢生「大部分ハ瞬献ニ排列サレタ表皮デ被ハレテ居リ唯ダ足背J末梢ト!titノiカ丙芽テ示

シテ居リマス。」

教授［コレハドクシタノデスカ。」

畢生「皮膚移錨（Hauttransplantation）テ行ツアアルノデアリ 7 ス。」

教授「コ／揚合デハ皮膚全韓デハナクテ表皮ノ iI移植テシタノデスカラ……」

製生「表皮移植（Epidermistransplantation叉ハ Epitheltransplantation）デアリマス。」

較侵「ソワデス。ドクシマシタカト言フト、外傷テ受ナテ病院へ来タ其時直チニ皮膚ノ剥

ギ取ラレテ居ル部テ0.5メ＂J Rivanol波及ピ2%過酸化水素デ洗練シ汚物テ洗ヒ落シ消毒

綿紗デ拭ヒ、弐デ五五ニ持ツテ来テアリ？ス植皮刀デ本人ノ右大腿部ノ表皮ノミテソギ取
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リ、ソレヲ皮膚ノ ：剥ギ取ラレテ居 Jレ部へ貼リ Y ク其上テ小サキ孔ノ津山明クテア Jl-j~菌

的／しゴム 1ノ薄イ紙デ押へツ夕、夏ニ其上へ乾燥シタ消毒しガーゼ1テ嘗テテ座迫繍帯テ

シテ置4タノデアリ 7 ス。

ソレデ右大腿前面テ御覧下サイ。官；時表皮繍テソギ取ツタ所テアリ？スガ既ニ表皮ガ新

生シテ露1]ハーツモアリ？セン。此様ナ JJ・法デ表皮繍テ皮脂快損部へ移植スル方法テ

Thiersch氏／表皮移植術ト申シ 7 ス》

此ノ患者デハ移植後暁ニ52日経過シテ居リ？ス。此ノ様ニ Epithelテ移植シ様ト思フ組

織テパ例へパ1持ノ昇京水叉ハ0.51らしリバノール守液ノ如キ消毒薬デ洗糠シテモ一向差支

ヘハ無イノデアリ？ス。ソレカラ皮樺テ移植シタ部分テ乾燥シタ綿紗ノ如キモノデ押シ

着ナテ歴抵シア置ク；h"ガ食盟綿紗テ聴ク屋瓦AA－＝－首テテ置クヨリモ却ツテ成績ガヨイ／

デアリ？ス」3

教授「向左足陛テ診マスト…・・・」

感生「抑指ハ扶損シ II,III, IV，ノ lt1l:ハ黒褐色テ帯ピテ居リ＂ ；！，、。 J

教授「栂指ノアJレペキ所ニハ肉芽面ガアリ JI,II, IV，ハ壊死ニ陥ツテ健康部ヨリ明ラカ－

i 匝別サレテ居 7 ス。之テ何ト中シ 7 スカP」

思生「限界線（Dcmarkationslinie）ト言ヒマス。」

毅授「ソクデス。此ノ線テ境ニシテ壊死ニ陥ツタR1tカ肩脱落スルノデス。

ソレデアリ 7 スカラ最初外傷テ受クタ時ニ此ノ部ニ迄ハ表皮移値テ行ハナカツタノデア

リマス。後日壊死ニ陥ルペキ部分、或ハ後日化膿スルコトカ’明白デアJI-部分へ表皮テ移

植シテモ無用デアリ？ス。移植術テ行フ際ニハ珠j 左様／鈷テモ判ヘル事ガ必要デアリ

7 ス。」

数度「今度ハ此ノ第 2及ピ第3ノ患者テ御質下サイ。何ガ見エマスカ？」

準生「何レモ一方ノイ乳房ガ別問サレ、ソノ猷損部ニ肉芽組織テ示シ大部分ニ Thiersch氏／

表皮移植ガシテアリ？ス」。

教授「此ノ2例（第2第3！患者） ~1tfl癌デ第2ノ患者デハ字L1耳切断手術後1週目ニ第 3ノ患者デ

ハ3日後ニ植皮テシ？シタ。」

教侵「サテ植皮ハ何時スレパ最モ良イカト言フト創商ガ新鮮ナHキ程結果・ガ良好テス。新鮮

ナ開放創デモ病原菌ハ既ニソノ；創面ニ附着シ列AJレモ J ト推定セヰ、パナリマセヌガ一定
時間経過ス Jレ迄ハ｛ヒ膿ハ起リマセヌ。

此ノ期間ハ外傷後大関12時間乃至24時間デスガコノ；期間テバ……J

著書生 「………」

教授「｛ヒ膿商i時員｝1(St乱dium或ノ、 Periodepreinfl; 
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期ト考へテヨロシイモノデアリ 7 ス。コノ淋伏期間内ニ植皮テ完了シア局所テ表皮デ覆ヒ

創液ガ局所ニ停滞シテ創面テ浮潤（aufquellen）セヌ様ニス Jレ方ガ一番結果ガ良イノデア

リ7 ス。此様ニス Jレトヨシ植皮テシタ部分ニ既ニ多少ノ細菌ガ附寿子シテ居ツタトシテモ共

ノ細菌ハ組織液ト共一身開t蹴止中テ他方へ運ピ去ラレア撲滅サレ、従ツテ局所ニハ化膿ガ

超リ 7 セン。之ー反シタトへ無菌的＝出来タ手術創デモ皮肉ノ覆荒ガ無クレパ創液ハ局所

ニ停滞シ厳重ナ無菌的鹿置テ行ツタニモ拘ラズ雨三日デ大抵局所＝化膿カ’起Jレモノデアリ

7 ス。

此庭ニ御覧＝ナJレ乳線射出ノ患者ハ 2人共前ニ連ペタ様ニ無菌的手術テ行ツタ後ニ或ル一

定時日テ経過シテカラ杭皮テ行ツタノデアリ？スガ原則トシテハ乳痛ノ切除テ行ツタ共時

ニヲ l績キ直チニ植皮テスル方ヵー良イノデアリ 7 ス。ソノ理由ハ前ニ~ペタ様ニ植皮雛ハ肉

芽面叉ハ肉芽テ掻キ取ツタ痕痕性結締織ノ上ニツナルヨリモHl来タテノ新鮮（無化膿）創面

ニツタル方ガ非常ニツキ易イカラデアリ？ス。

此12人ノ乳癌手術後ノ患者グ御覧ソ遁リ植皮鱒ハ第1例ノ患者（外傷直後ノ表皮移植）ニ於

クJレガtmクヨクツ 4テハ居リマセ ン。帥チツイタ表皮榔モ比較的非薄デマタ所々表皮片 f

ツカナカツタ部分モ多イノデアリ？ス。」

教授「植皮後ノ底置トシテハ軍ニ開放露出シテ置クトカ或ハ多クノ；揚合生理的食臨水デ漁

シタ綿紗テ屋瓦H長ニ植皮サレタ表皮ノ上ニi践セテ共部テi品潤ニ保事スJレトカ致シ？シタガ

今日デハ反針＝出来Jレグク布I［皮表面テ乾燥ニ保存シ且ツ匝テ加へJレ方－針テ取リ 7 ス。帥チ

乾燥シタ無菌Lガーゼ1ダ直接ニ柿皮部テ座抵スJレカ、或ハ所々穴テアクタ Lパラ 71ンガ

ーゼ1 叉ハLプム1紙テi民セ、ソノ上カラ無菌的乾燥しガーゼ1テ以テ匪抵シテ置クノデアリ

7 ス。植皮サレタ表皮鱒ハ如何ナル場合デモ決シテ無菌性デハアリマセン。此ノ中ニハ病

原性ヵ・微弱デハアルガ兎ニ角ニ細菌カ保有サレテ居Jレモノテアリマス。ソレ故ニ其ノ植皮

繍テ操潤シタLガーゼ寸テ以テ保護ス Jレ事ハ共中ノ細菌ノ繁殖テ促スコトニナリ 7 ス。此ノ

様ナ謹デアリ 7 スカラ植皮榔ノ表面ハ出来Jレダク乾燥ス ｝J.,松ニ、 Eツ組皮鱒ト組織トノ間

4腫液ノi猪溜ガ起ラヌ様ニ一定ノ座テ加へJレト言 フ方針ガ生レテ来タノデアリ 7 ス。 13Pチ

Thiersch民ノ植皮テ行ツタ部分ニハ乾燥綿紗デ趨首ノ座抵繍帯テ施スト言 フコトニナリ

マス。

教授「此鹿ニ御覧ニナル第 4ノ患者ハ11歳J1J、供テアリ 7 スカ、生後10タ月目、火鉢デ火傷

シテ指ガ疲痕デ屈曲むテ居ツタモノユ無菌的ニ疲痕テ除去シア指テ十分ニ伸展セシメ共

時直チニ本人ノ上腿ノ表皮テ移植シ乾燥綿紗テ以テ座抵繍帯ラ施シア置イタモノデアリ

7 スガ、 16日経過シタル今日立汲ニ癒着シ指節ノ屈伸自由トナツテ居ルモノデアリマス

（第1闘参照）
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第一園

詮カラ外側ノ字分ニハ蓮鎖欣

球菌ト葡萄；j;!；球菌トノ混合

しコクチグン寸軟骨テ貼附シ内

側ノ半分ニハソレテ行ハスー輩

ニ無菌的乾燥Lカ、ーゼ寸ア覆ツ

テ置キ 7 シタ。

ソノ結果Lコクチゲン「軟背貼

附f!!IJハ皮肉洲ノ J営養モ佳良デ

細胞ノ増殖モ旺盛デアルト見

主テjセ捕2ソレ自身ガ厚サニ於

テモ庚サニ於テモ増大シタ ｝~

ニ反シL コクチグン＇•I次·Tl' テ使

用セずリシ内側デハ皮現時ノ一

部ハ次第ニ！！miトナルノ Eナ

教授「今度ハ此方へ来ア今一度仔中IAニ

此ノ第 2ノ患者ノ植皮部テ御覧下

サfイ11Jカ饗ツタコトガアリマセ又

ヵ？」

感生「植皮部ノ内側ノ半分ハ植皮繍モ

非薄グ且ツ相互ノ間ニ膿テ附着シ

ア居）！－ 肉芽面テ示シテ居リ 7 スガ

外側ノ字分ハ植皮耕モ！手ク且ツ肉

芽面テ査部被覆シテ居リ 7 ス（第2

闘参mo
教授「共通リデアリ 7 ス、コレハ故ラ

ニ作Ji,じタカノ如ク見エ 7 スガ、

共貫ハ最初ハ肉芽面全部ニ互ツテ

同様ニ表皮榔テ移植シ同様ノ底置

テシテ居ツタモノデアリ 7 スガ中

第 二 岡
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ラズ、周謹・カラ

破壊サレテ消耗

シ、悲ニ御覧ニ

ナ ）~様ナ結果ト

ナツタモノテア

リ7 ス。 Lコク

チゲン寸~！］＼干i：テ

使用シテカラ今

日デ20日目デア

リ7 ス。

附記0 ff（（皮後第

143日目ーハ第3

岡ノ：如キ所見テ

星シタリ。此時期ニテモ亦 Lコクチグン1 軟膏貼附側ノ Eハ皮捕＝細胞ノ増殖ガ、凡テノ

方向ニ旺盛ナルテ認ム。（第3闘参照）

教授「此ノ様ナ頴著ノ差別テ得タ語テ何ト説明シタラヨ fデスカ？」

畢生「...・ H ・－－」

教授しJ クチグン1 軟背テ貼附シタ皮麿局所ハ一定ノ尭疫テ獲得スルノハ既ニJj_＇詮サレア

局リ 7 ス。叉Lコクチグン寸ハ白血球ノ喰’撞作JH テ（特種•j1［：ニモ非特種性ニモ）促進スル作

用／アルコトモ十分ニ誼明サレテ居リ 7 ス。ソレデアリ 7 スカラしコクチゲ〉「軟背テ貼

附シタ側デハ共ノ植皮繍／細胞ハ発疫性テ得テ化膿Ctトシテ葡萄献球菌）ニ打チ勝チテ

増殖スルコトガ出来 7 ス。叉同時ニLコクチゲン「軟膏貼附側テハ喰’臆作用ガ旺盛テ従ツ

テ細菌ノ繁殖モ衰退シ従ツテ細菌繁殖ニヨ Jレ皮耕ノ破壊セラ ）！.－ Jレコトモナ fモ／ト巧ヘ

ヰバナリ？セシ。此ノ二ツ／事貫ニヨツテしコクチゲン1軟背貼附側ノ植皮成績が斯ノ如

ク編著ニ優秀デアルコトガ説明出来7 ス。此様ナ好成績ハしコクチグン寸軟膏ニ限）！.－ コト

ヂアルカ或ハしワクチン寸デモ同様ノコトガ出来Jレカナドノ問題ノ、 7 タ今後研究ノ必要ア

ルコトデアリ 7 ス。併シしコクチグン寸ガしワクチン寸ニ優ルモノデアルコトハ既ニ十二分

＝立置サレタ所デアリ 7 スカラ先ッー此ノ如キ結果ハ Lコクチゲーン1 軌＞；＇fノ作用ト認メテ

ヨ4モノデアリ？ス」。

教侵「従来ハ植皮術ノ結果ア尭疫撃的ニ観察シタコトハアリマセンガ併シ化膿シテ居 ）！.－開

放性創面或ハ化膿ニ傾キ居ル開放創ニ植皮サレタ皮桝ガ共所デ化膿エ打チ勝ツテ精殖ス
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ルト言 フコト／属ーハ＆、ズ克疫性テ獲得セネパナリ 7 セン。此ノ鞘カラ言7 トf象メ発疫

シテアJレ皮庸カラ皮瞬テ採取ス Jレカ或ハ皮瞬テ移植シテ直チニ克疫元テ局所ニ作mサセ
Jレ方ガ合理的ナ語ニナリ 7 ス。第2 ノ ft~者ニ御覧ノ：如キ顕著ノ差別ガ起ツタノモ此底／

コトテ、アリ 7 ス。

教授「諸君！ Thiersch氏植皮術デハ表皮鱒ガ化膿デ死誠スルト何ノ役ニモ立チ 7 セン。ソ

レナラ パ創面ガ化膿シテJ,riJI.-ト植皮ト言 フコトガ絶針不可能デアJレカドクカト言フ疑問

ガ起リ 7 スガ如何デアリ 7 スカ？」

厚生「……・・」

教授「創面（詳シク言へパ肉芽面）ニ化膿ガアツアモ表皮ノ細胞ハ可ナリ良好ニ新生シテ創

面テ覆フモノデアリマス。例へパ第二度ノ火傷デ成汎ナ表皮w~損カ、生ジ肉芽面トナリ ，~｛：

ノ表面ハ開放性デ従ツテ化膿シア居ツテモ、周閤ノ健康皮駒／；謹

ガ/JlJkテ潰蕩商ガモ欠第ニ縮少シ 7 スI tナラズ周園 Il支府ト無開f系ニ肉芽面ノ中程カラ

散ヂ民性ニ表皮細胞ガ現レテ各々島唄AAニ肉芽而テ覆ヒ、ソレ等ガ相互エ接近連絡シア市冬

－ハ全肉芽面ガ非滞ナカ，ラ表皮テ．全：ク覆J、レテ了ヒ相常ニ大キイ潰場面モ治癒シ得Jレモ

ノデアリ？ス、ソレ故ニ一定度ノ化膿ガアツアモ表皮細胞ノ：新生ニ ヨル肉芽面／覆荒ハ

可能デアリ 7 ス。此ノ際ニハ化膿ノ中ニ在Jレ表皮市Ill胞ハ一定度ノ 尭疫•l!I: ラ獲得シ、化膿

ニ劉・シテ無感性rnnチ発疫性） トナリズンズン新生ス Jレモノト )jへネパナリ 7 セン。此結
カラ ）｝ ~~ ス Jレト化膿性ノ肉芽蘭デモ一定ノ方法アm フルト表皮ノ新生テ来シ共ノ肉芽面

へ／楠皮ノ目的テ達スノレ事ガ出来Jレ詩デアリ 7 ス。一定ノ ：方法トハドノ松ナ方法デアリ

7 スカ？」

身往生 「……・・」

教授 「ソレデハ方面テ換へテ質問致 C,· ..，.スガ民汎ナ~］芽ガ新生表皮デ覆ハレテ i討をi スル ー

首リ、ソレハ決シア周囲ノ健康夫皮カラ中心部ニ向ツテ新生シタモノパカリデハナ夕、

前ニ述ベタ様ニ肉芽面ノ中央部デ散在性ニ島l興J伏ニ表皮新生ガ現ハレテ＊ルコト モアJレ

ハ如何シタ諜デアリ 7 スカ？」

[il~t 「ソレハ肉芽ノ深部ニ前干1二シテ居ノレ皮脂腺、汗腺等ノ「エピテルJ細胞ヵー新生シテ肉芽
す り＝肉芽創面。

工一一歩 ， E 、／ JIー与 〈ー l E＝創面ノ周透＝アlレ
健常皮膚ノ表皮居。
P＝同上ノ乳吻居。
I＝ιョリ肉芽面上へ
p 哲生シ来 911-）レ表
S＝商業Ii架部＝潜在

セ ｝~汗腺／よ皮革目

第 四 岡 T＝盟主皮脂腺ノーは
細胞

I=S及ピTヨり新生シ最初先ヅ舟唄扶＝肉芽厄ヲ痕ヒタ Jレ表皮IJ、後日互＝及ピIトモ癒合シ創酉治ス。
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面テ被覆ス Jレカラデアリ 7 ス。」

教皮「共鹿デス II 此ノ有様テ闘ニ示ストラ；ノ fliニナリ 7 ス」。 （第4闘）

此ノ闘ノ中デTャSハ肉芽ノ深部ニ在Jレ皮脂膿ャ汗腺ノ上皮細胞デアリ 7 ス。 IIハソレ

ガ新生シテ表居ニ達シ肉芽テ覆フニ至ツタモノデアリ 7 ス。？タ Iハ周固ノ健康表皮カ

ラ：新生シタしエピアJレ寸アアリ 7 ス I,II ハ肉芽ノ化膿ニ打チ勝チ旺盛ニ培殖新生シテ終

＝ハ相互ニ癒合シ、カクシテ大ナル創面モ治癒スル諜デアリ？ス。此ノ桟ナヨ欠第デアリ

マスカラ、普通アJレガ如キ一定度ノ肉芽面ノ化膿ハ必ズシモ忌避スル・ニ足リ 7 セン。幼

弱ナ」エピテル7細胞ハ兎疫テ獲得シテ新生ス Jレノデアリ 7 ス。グア リ7 スカラー定ノ方
法テ用ブ Jレト肉芽面（創面）ガ化膿シテ居ツアモソレニハ御カ 7 ヒナシニ植皮ノ目的テ達

スJレコトカ検出来ルノデアリ 7 ス。一定ノ方法ト申スノハドノ様ナ；ケ法デアリ 7 スカ？」

墜生「...・ H ・.._J 

教授「少々考へテ此鹿テソ J方法テ案出ス Jレコトガ出来7 センカ？」

拳生「....・H ・－」

教授「コノ闘デヨク御覧下サイ。肉芽ノ深部ニ残害シテ居ツタ Lエピテ Ji.-－， 細胞ガ肉芽表

面ノ化膿アJレーモ拘ラズ、自ラ売疫担I：テ得テ化股ニ打チ勝チ化膿肉芽ノ表面へ進出シテ

細菌テ押シノタア自分自身上曾殖新生シヒエピテJレ寸細胞ノ個有ノ性質デアJレ所ノ新生ニヨ

JI.覆葦作用テ稜揮スJレノデアリマス。ソレデアリ 7 スカラ此ノ 事質ニ立脚シ夏ニ一歩準

メテ一種ノ植皮法テ考案スJレコトガ出来 7 センカ？」

事生「・・・・….._1 

教授「ソレハ斯クスルノプアリ 7 ス。此ノ圃テ T,S ハ元来此部ニ存在シテ ｝，•；ツタ ＠n チ 二I:

着ノ Lエピア Jレ1細胞デアリ 7 スガ、イツデモ此／様ナしエピアル・1ガ肉芽ノ深部ニアルト

ハl哩リマセン。ソレデ植皮テ1必要トスルガ併シ肉芽面ガ化膿ニ傾キ易 4トカ、現ニ化膿

シテ居JI,揚合トカニハ極メテノj、ナル粟粒大叉ノ、ソレヨリモ夏ニ！］、ナ JI,表皮ノ艇ク微小ナ

塊テ肉芽ノ深部へ散在性ニ挿入:mi波シテ置クノデアリ 7 ス。丁度以前カラ肉芽ノ深部ニ

散在住hニ土着／しエピテル寸細胞ガアJレ揚合（第四国）テ人属的ニ真似テ遺リ上ゲJI.ノ

デアリマス。サウスルト共ノ；j、ナ JレLエピアJレ寸細胞ノ塊ガ肉芽ノ深部デ一面ニハ克疫テ

得、他面ニハヨク生寄テ績ク l,2遡ノ後ニハ新生細胞ガ肉芽面ノ表面へ準／Hシテ化膿ニ打

チ勝チ島唄欣ニ肉芽テ被覆スノレノデアリ 7 ス。｛教授謬生テ差シ招キ）此所へ来テ此ノ第1

（足脱皮〉患者ノ足背ノ末梢部テ精細ニ御覧下サイ n何カ費ツタモノガ見首リマセンカ？」

撃生「所々ニ直径1.0糎カラ 2.0糎位ノ固形ノ表皮ガ離レ離レニ足背末梢部ノ肉芽面ヲ覆ツ

テ居リマス」。

教授「コレデス！此ガ邸チ約1ク月前ニ唯今illペタ松ナ方法デ1）、サナ表皮Ff）換却魂ヌ晶蒜J
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深部へ消息子デ押シ込 i埋波サセテ置イタモノカラ新生シテ島唄欣ニ肉芽面テ被覆スル

ニ至ツタモノデアリ 7 ス。但シ此際ニ使用シタ表皮ノ微粒ハ此ノ患者自身ノモノデハナ

クシテ切断術テ得タ他ノ患者ノ下肢カラ保取シタ表皮デアリ 7 ス。此ノ足背デハ陛ガ挫

傷テ蒙リ王見エ壊死ニ陥リ I.ii；レモモアリ、従ツテ化膿ガ相官ニ強4ノデアリ 7 スカラ

Thiersch氏法ニヨル表皮植皮術予行ハズシテ上記ノ椋ナ方法デ植皮テ試Eタノデアリ 7

ス。此ノ様ナ方法ノ植皮術テ何ト申シ 7 スカ？」

事生「....・ H ・・＿J

教授「コレテパプラウン氏ノ表皮栓値術（Epithelpfropfungnach W. Braun）ト申シ 7 ス。

併シ W.Braunハ前ニ吊ゲ 7 シタアノ i制ニ示シタ様ナ類似（Analogie）ヤ、上ニ蓮ペタ校

ナ泊！由ャ志；義テ自費シテノ上デ此ノ方法ラ案出シタモノデアルカ、乃王ハ此ノ：方法ニ針シ

テ上ニ述ペタ様ナ意義テ附ナテ居ルカドクカハィ、明デアリ 7 ス。 J

教段「移植術ニハ例へパ自分自身ノ；右二t腿ノ表皮ア移値ス ｝~ ノテ・H ・H ・－－」

感生「自家移植（Autotransplantation）ト申シ 7 ス0 l 

教授「之一反シテ他人ノ皮牌テ持ツテ来Jレノテ....・ H ・－」

験生！同種移植（Hornotransplantation）ト申シ 7 ス。」

教授「此ノ；第1ノ患者ノ足背末梢部ノ化膿／著明ナ肉芽面へ栓植術テ行ツタ表皮ハ前ニ遁

ペタ如ク同種移槌デアリ 7 ス。勿論自家移植ノ方カび成績ガ良イノデアリマスガ同種移植

テモ Braun氏栓植術ハ60 70%ハ目的テ達ス Jレト申サレ7 ス。輸血ノ揚合ト異ナリ前以

テ血型ナドテ見テ置ク必要ハアリ 7 セン。

此ノ患者デハ御覧ノ遁リ直径1.5糎位ノ疋園形ノ表皮細胞増殖ガ島l興AAニ敷間現ハレテ居

リ7 スガ（第5岡）之ハ16. 

日目ノ所見デス。併シ

此 ノ如ク一旦成功シタ

カ ／：如クニテモ自家移

一一ヌ
／

殖デナ 4揚合ニハ後ニ

ハ往々再ピ死減スJレコ

トモ多 fノデアリマス。

第五岡
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（附記） 此ノ患者ニアハ此ノ増殖 Epithelハ栓植術後初日ニシテ全ク消失セリ」。

教授 F今度ハ此方へ来テ此ノ；第5ノ患者／右上腿テ御覧下サ f。何カe見エ 7 スカ f」

皐生「大腿前面長軸ニ泊ヒ肉芽面テ示シ共ノ中央ハ深部一入リ此鹿ニ開放性ノ一空洞テ示

シテ居リ 7 ス」。

教段「卸チコレハ急性化膿性骨髄炎手術後ニ再護シタ揚所(11![1葡街欣球菌感染肉芽）テ手術

的ニ開校シ樋型！形成（l¥Iuldenbildung）テ行ツタモ fデアリ？スガ、此ノ如キ感染肉芽カ白

骨空洞ノ中ニアル揚合ハナカナカ治癒シ？セン。従来試 Eラレタ治療法ノーツハ表皮テ

スリ潰シテ粥ノ様ニシテソレテ深部ノ肉芽面へ塗リツクアソレニヨリテ肉芽面ガ Lヱ

ピテ Jレ吋デ被ハレ凡コトテ企テタモノデアリ？ス。此ノ；様ナ植皮方法テ何ト申シ 7 スカ？」

畢生「？ンプールド氏ノ表皮細胞嬬種法（Epithelaussa礼tnach Mangoldt）ト巾シ 7 ス。」

教授「併シ此ノ知キ方法デ化膿シテ居ル、或ハ化膿ニ傾イテ居ル開放’性ノ肉芽面上へLエピ

テル1細胞テ墜リツクテモナカナカソレガ表皮覆蓋ノ目的テ達シ？セン。ソレデ此ノ如キ

方法ハ？日殆ド行ハレ 7 セン。ソコデ此様ナ揚合二何カヨ f思ヒツキハアリ 7 センカP」

験生「・...・H ・－」

教授「唯今上ニ述ペタ様ニ Braun氏ノ表皮栓植術テ試 tタラバヨカロクトハ考へラレ？

第六幽

センカ？此ノ様ナ例ェハ試ミテモ然

JI-ペキコトデアリ 7 スカラ此ノ患者

ニハソレテ行ヒ 7 セワ」。

附記。患者自身ノ表J！；＿ ノ微粒塊テ肉

芽ノ j楽部へ栓植七ンヨトア試 iタレ

ドモ骨空洞ヲ蔽ヘル肉芽居ハ浅クシ

テ目的テ逮セズ。ソレデThiersch氏

ノ皮桝テ以テ肉芽面ヲ共佳被覆シ

しカnーゼ可ノ廊抵テ行ハズ｛t網テ以テ

保護シ同「P，ヒリ。化膿ノ相官ニ顕著

ナ ）~ 肉芽面ナリシニモ拘ラスー皮榔ハ

ヨク癒着シ最初約50柁テ’＇.＃ Jレル位ノ

空洞ナリシモ次第二小トナリ、皮鱗

移植後10日目ーシテ膿汁ρ 著シク減

少シ20 日位一 ι テF台ンド＂＂デサソL 中；：（~

ニナレリロ空洞モ40日後ニハ殆ド消

失セリ。

（第6凶ハ第69日目ノ所見｝。
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毅授「今迄申シタ事テ棉括シマストモたノ｛J；ニナリマス。

ra）有華鱒欺移植
皮膚ノ会唐（員皮居テ含ム）テ移値スJレモノ ~ b) Krause氏法印チ

I. 植皮術
1a) Thiersch氏法

表皮I t移植スルモノ i防Mangoldt氏法
le) W. Braun氏法

¥ 無重鱒＊移植

II- Thiersch氏法デハ創面ガ新鮮ナ程結果ガ良ィ。化膿菌ガ附着シテ居ル筈ノ開放性外

傷創面テモ化膿前時期（periodepr・einftammatoire）ー之テ行ヒ創液ガ出ヌ厳ニ（換言

スレパ倉lj液ガ組織中へ入 JI-様ニ）スレパソレデ好成績テ得ル。

III. ill面テ普通ノ消毒＝葉（昇京水、 LリバノーJレ－，7}<.）等デ洗樵シテモ植皮ノ結果テ害セ

ヌ。

IV.一定度（普通ノ開放創エ＊Jレガ如キ）化膿ノアル肉芽面ヘ デモ Thiersch氏法デ皮郷

テ貼リツクテ置イアモソレデモifi松スJレコトガアJレ（第6闘）

V. Thiersch氏皮鱒テ移値シタコノ部ハ開放性ニ空中ニ暴露シテ乾ク様ニシテ置ィテモ

ヨイ。（第6嗣）

無菌的乾燥しガーゼ寸テ限抵糊帯テ施シテ置ク方ガ夏ニヨ f。

併シ！之輔ノ表面テ食蝉＊デ漁潤サセテ置クコト（従来行ハレタコト）ハ却ツテヨク

ナイ。コレデハ却ツテ皮瞬ノ中ーア Jレ細菌ノ繁殖テ促スカラデア Jレ。

VI.相首ニ強4化膿ノアル肉芽面デモ Braun氏ノ；栓植術テ施セパ肉芽商テ表皮テ覆蓋

・セシム Jレコトノ目的テ建シ1'J.Jレ。

VII. a）植皮テ行ハントスル創商テ前以テ局所性ニ売疫シテ置クコト。

b）植皮鱒テ取ラントスルl!<.11守テ前以テ普通ノ化膿菌（葡勾ilk球菌）ニ針シ局所性ニ

発庇シテ置クコト及ピ

c）既ニ柑（皮シタ皮榔ニ向ツテ引絞キ免疫的鹿置テ静スツレコト（第21品！及ピ第3閥テ

見ヨ）ノ哨（Ifι術ニ於ア今後研究スベ、キ新シキ一項目デアル。 （終リ）


